
、，

ノ



) 

iま

し

か

さ

闘
に
園
奥
ゐ
り
地
誌
あ
、
．
9
．
家
に
家
乗
あ
り
系
譜
あ
り
．
村
に
村
志
な
か
る
ぺ
か
ら
や
’
・
然
れ

E
も

修
志
の
こ
と
寒
に
容
易
の
業
に
あ
ら
十
‘
是
を
以
て
仰
望
久
し
き
に
及
ぺ

h

と
も
賞
現
の
期
線
〈
到
ら
、
ざ

b
し
所
以
な
る
ぺ
し
。

我
が
仁
保
村
は
‘
吾
等
の
組
先
が
幾
十
百
代
に
百
一

b
て
経
営
し
努
力
し
蓋
療
し
．
或
は
血
を
以
て
擁

護
し
後
這
せ
し
め
た
る
村
な
b
‘
美
な
る
か
な
山
海
ゅ
庚
島
海
頭
を
包
羅
し
内
海
を
瞬
院
し
．
陸
に
海

に
形
勢
の
利
な
る
他
に
匹
債
な
し
・
会
図
一
高
二
千
の
町
村
中
古
来
屈
指
の
大
村
’
と
し
て
生
気
あ
り
異

m
m
b
h
し
は
戎
が
村
也
．

A
1
設
昭
和
四
年
四
月
一
日
を
以
て
他
の
六
筒
町
村
E
共
に
庚
島
市
に
編
入
せ

ら
る
、
通
事
と
な
れ
’
9
．
抑
々
品
物
混
都
市
の
費
途
は
頗
る
顕
著
な
る
現
象
に
し
て
接
続
町
村
を
合
併
し
て

大
都
市
の
経
替
せ
ら
る
、
は
所
謂
世
界
の
大
勢
な
・
9
．
我
が
村
が
時
代
の
趨
勢
に
服
感
す
る
事
を
誤
ら



t
d
る
の
み
な
ら
や
，
‘
出
斬
然
他
に
率
先
し
て
合
併
を
決
定
し
新
に
生
々
沼
進
の
盛
運
を
招
致
せ
ん
’
と
す
る

を
衷
心
慶
賀
す
る

t
共
に
消
え
ゆ
〈
な
つ
か
し
の
村
を
回
顧
す
る
時
漫
ろ
に
思
慕
愛
情
の
情
を
禁
十
る

能
は
ザ
C

る
也
。

村
長
岩
津
熊
助
氏
愛
に
見
る
所
あ
り
‘
こ
の
劃
時
代
的
記
念
と
し
て
賂
た
思
ひ
出
一
深
き
仁
保
村
に
封

す
る
哀
史
と
し
て
手
向
草
と
し
て
村
志
編
纂
を
決
意
せ
ら
れ
．
前
月
予
に
託
す
る
に
重
任
を
以
て
せ
ら

る
．
予
素
よ
b
英
器
仁
あ
ら

e
さ
れ

E
も
事
や
頗
る
焦
眉
の
急
に
迫
り
‘
港
、
巡
目
を
噴
し
〈
す
ぺ
き
時
に

あ
ら
，
さ
れ
ば
微
力
自
ら
捕
ら
や
し
て
之
に
臆
じ
百
難
を
排
し
「
夜
以
纏
日
」
勿
忙
の
中
に
稿
を
了
へ
た

b
．
語
に
臼
〈
急
趨
に
善
跡
な
し
．

t
，
杜
撰
函
葬
の
畿
は
或
は
と
れ
あ
ら
ん
．
蓋
し
亦
巳
む
を
得

5

る
所
な
b
。

縦
に
古
今
を
貫
き
横
に
現
放
を
展
開
し
て
我
が
村
を
達
観
し
得
ば
本
志
の
目
的
は
足
る
、
而
し
て
村

勢
各
種
統
計
の
類
は
主
B

と
し
て
村
役
場
の
表
簿
に
よ
り
之

T
莞
め
て
稀
々
要
求
を
充
た
す
仁
足
る
も
の

あ
り
し
も
．
史
跡
に
至
り
で
は
殆
ん
E
譲
る
ぺ
き
資
料
な
〈
八
方
捜
索
し
て
残
筒
零
墨
も
之
を
A
n
綴
し

て
向
織
に
急
池
喝
を
鵠
突
し
了
れ
る
蛾
あ
る
は
省
み
て
恒
慌
た
ら

g
る
を
得
。
さ
る
也
。

本
志
引
用
の
奮
記
な
ど
は
原
文
の
俊
之
を
掲
載
せ
し
が
難
鮮
の
語
句
に
は
往
々
註
四
砕
を
加
へ
漢
詩
漢

文
に
は
訓
駄
を
施
し
た
り
－
是
れ
何
人
じ
も
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
ん
が
た
め
の
み
。

異
説
種
々
あ
り
て
異
偽
を
判
ヒ
難
き
事
項
．
叉
は
同
一
の
事
項
も
彼
此
比
較
し
て
一
層
明
瞭
す
ぺ
き

事
は
繁
を
厭
は
や

J

－
併
せ
記
し
置
き
た
り
。

年
代
を
明
に
す
る
第
め
今
年
よ
り
朔
り
て
計
算
す
る
と
き
は
‘
理
解
を
容
易
な
ら
し
む
る
便
あ
れ

E

も
．
そ
は
年
々
移
動
す
る
の
侠
勤
あ
り
．
図
り
て
年
競
の
下
に
括
弧
を
附
け
皇
紀
を
簡
略
に
掲
げ
叉
は

天
皇
御
議
競
を
記
し
た
り
‘
放
に
本
年
よ
り
計
算
す
る
時
は
皇
紀
「
二
五
人
九
」

E
謝
照
せ
ら
る
ぺ
し
。

宇
品
島
は
明
治
三
十
七
年
九
月
庚
島
市
に
編
入
せ
ら
れ
た
り
‘

A
1
の
宇
品
町
の
地
h
築
港
以
前
は
我

が
村
の
属
た
ら
し
な
り
．
東
新
開
町
も
初
名
は
仁
保
島
東
新
開
’
と
い
へ
り
‘
皆
賓
町
も
亦
然
b
，
右
は
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何
れ
も
地
理
歴
史
上
我
が
村

t
不
可
分
の
樹
係
ゐ
る
を
以
て
‘
こ
れ
に
闘
し
て
相
嘗
記
載
し
置
〈
は
必

要
な
る
事
と
信
中
。

本
誌
編
纂
に
際
し
村
長
以
下
実
員
諸
氏
が
公
務
多
端
の
際
に
も
拘
は
ら
中
．
幾
多
緊
要
な
る
統
計
表

を
作
製
せ
ら
れ
た
る
は
素
よ
、
・
9
．
村
内
各
方
面
よ
b
種
々
貴
重
な
る
資
料
を
提
供
せ
ら
れ
た
る

t
．
元

安
審
郡
長
天
野
雨
石
氏
の
指
導
に
預
b
し
こ

t
．
及
び
浅
野
高
師
爾
闘
書
館
よ
り
受
り
し
恩
恵
等
に
劃

し
．
援
に
銘
記
し
て
威
謝
の
意
を
表
す
。

昭
和
四
年
三
月
三
十
一
日
城
山
に
沈
む
夕
陽
を
眺
め
つ
〉

大

津

篤

太

郎

識

自

次

地

園

仁
保
村
全
園
、
同
上
主
要
部
明
細
圏
、
毛
利
氏
以
前
の
贋
島
と
仁
保
島
の
園

異

仁
保
村
役
場
と
岩
津
村
長
、
麺
保
姫
紳
位
、
大
原
紳
祉

は
し
が
き

第

一

章

総

説

・

位
置
質
表
境
界
．
村
の
組
成
及
び
村
役
場
の
位
置
、
地
勢
．
面
積
、
村
の
名
稽
．
仁
保
島
の
意
味
及
ぶ
其
他
の
島
々
に
つ
き
て

起
源
沿
革
並
に
行
政
．
附
考
古
資
料

第
二
章
土
地
及
び
戸
数
人
口
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
ニ

土
地
、
官
有
地
．
民
有
々
租
地
、
民
有
免
租
地
．
公
有
水
面
使
用
面
積
．
民
有
地
所
有
底
分
．
部
落
別
土
地
反
別
表
、
私
有

地
部
落
別
調
査
、
戸
数
及
び
人
口
、
戸
数
、
人
口
、
職
業
別
戸
口
、
出
生
．
死
亡
．
死
産
．
婚
姻
、
離
婚
．
戸
籍
及
寄
留
、

公
文
書
、
部
落
別
戸
数
調

第
三
章
村
の
政
治
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
J

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
九

管
理
沿
草
．
村
役
場
の
位
置
、
庄
屋
戸
長
村
長
及
助
役
、
収
入
役
、
筆
生
．
書
記
．
曾
議
．
選
畢
．
町
村
制
質
施
以
来
の
村

曾
議
員
一
覧
、
現
在
の
名
署
職

第
四
章
財
政
及
び
部
落
別
措
指
税
カ
等
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
一
一
一

：寓



歳
出
累
年
統
計
表
、
昭
和
＝
一
年
度
歳
入
出
預
算
司
村
内
部
落
別
措
続
力
調
査
表
、
部
落
別
家
屋
読
や
課
す
べ
合
家
屋
種
類
と

其
の
坪
数

第
五
章
敬
紳
思
想

t
締
赴
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
同
一

酒
保
姫
紳
枇
、
大
原
紳
吐
．
村
社
祭
神
御
系
統
表
、
村
内
無
格
世
一
覧
、
庖
清
紳
枇
の
由
緒

第
六
章
宗
数
・
と
寺
院
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
喜
一

西
福
寺
、
善
福
寺
．
本
浦
観
音
寺
‘
大
洞
地
蔵
章
、
宇
品
観
音
院
、
現
住
人
口
宗
教
別
人
員

第
七
掌
数
育
；
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
五
九

村
内
教
育
の
護
蓮
史
‘
各
小
皐
校
沿
革
の
大
要
．
校
地
校
舎
串
額
数
児
童
数
及
卒
業
生
、
教
員
資
格
勤
鱒
及
待
遇
補
習

串
校
駅
況
、
青
年
訓
練
所
朕
況
、
問
書
館
、
教
育
費

第
八
章
篤
行
者
主
義
人
・
・
・
・
・
・

‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
9

・
・
・
・
・
・
・
・
交

孝
子
節
婦
‘
篤
志
者
、
人
命
救
助
者
．
義
人
十
郎
兵
衛

第
九
章
交
通
と
通
信
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
支

這
路
、
車
隔
船
舶
通
信
機
関
、
村
内
郵
便
局
調
、
向
洋
腰
、
宇
品
港
、
古
の
繋
船
場
、
岨
礁

第
十
章
産
業
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
八
五

村
内
各
種
生
産
物
調

農

業

線

設

肥
耕
消
費
額
、
農
事
奨
励
機
関
、
園
謹
農
産
物
作
付
段
別
及
牧
穫
高
、
果
買
収
穫
高
果
樹
園
反
別

主
な
る
工
毒
物
と
工
場

水
産
製
遁
物
、
工
場
、
大
工
場
の
創
設
、
日
本
製
鋼
所
関
島
工
場
、
陸
軍
運
臓
部
金
輪
工
場

金
井
農
園

水

産水
産
養
殖
．
漁
獲
物
、
同
集
散
献
況
．
免
許
及
許
可
漁
業
数
、
牡
鵬
、
塘
屋
船
と
大
阪
、
海
苔
、
村
民
の
遠
洋
漁
業
．
大

河
漁
業
組
合
献
況

家
禽
其
他

金
融
機
関

産
業
の
嬰
還
輿
陵

魚
銀
、
蝿
友
、
鰯
、
灘
木
綿
、
陶
器
製
法
業
、
養
富
業
の
勃
興
、
要
拝
民
田
業
、
製
壇
業
、
石
鹸
工
場
、
可
部
銀
行
仁
保

支
店
、
向
堀
信
用
組
合

第
十
一
章
村
民
の
波
外
援
展
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

一－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
一
ニ
ハ

我
園
移
民
史
．
村
民
の
海
外
渡
航
人
員
及
び
渡
航
先

第
十
二
章
兵
事
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一
一
ニ

現
役
預
後
備
補
充
兵
．
駐
丁
鵠
格
被
査
成
績
．
徴
兵
終
結
底
分
者
及
未
済
者
．
簡
閲
黙
呼
人
員
、
遺
族
援
兵
、
軍
人
軍
属
戦

病
死
者
一
覧
表

第
十
三
章
博
愛
及
び
慈
善
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

1
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一二五

日
本
赤
十
字
社
員
及
び
愛
園
婦
人
曾
員

第
十
四
章
衡
生
・
・
・

嘗
師
其
他
．
種
痘
成
績

第
十
五
章
古
戦
場
と
仁
保
烏
合
戦
・
・

披
山
古
品
．
仁
保
島
落
域
‘
仁
保
島
合
敬
之
事

・一一一大ーじ
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第
十
六
章
古
跡
名
勝
古
墳
名
木
等
・
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
三
一
六

城
山
古
品
及
び
山
古
屋
鋪
跡
．
小
赤
壁
‘
赤
田
山
、
月
見
山
、
侍
石
‘
資
顧
山
、
東
の
観
音
様
＼
船
置
場
．
械
の
山
、
双
松

園
、
九
勝
荘
、
世
倉
．
婆
が
寝
所
‘
湯
濯
川
、
三
浦
兵
庫
墓
名
木
銀
杏

第
十
七
章
名
勝
と
義
文

・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
向
。

七
浦
の
歌
、
仁
保
最
震
．
七
曲
湾
頭
、
仁
保
島
商
途
上
吟
、
三
浦
氏
古
城
雄
、
日
宇
那
即
時
、
小
富
士
晴
雲
、
箕
島
峨
嶺
、

氏
名
錦
帆
．
遊
宇
治
奈
島
、
舟
褒
宇
品
二
首
、
贋
陵
雑
詩
．
磯
酒
火

第
十
八
章
海
水
溶
場
t
c
養
生
風
呂
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
‘
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
室

解
天
島
、
似
島
、
大
河
の
潮
風
目
．
潮
潰
館
‘
日
宇
那
丹
那
の
石
風
日

政
府
す
九
章
風
俗
民
謡
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
四
八

寛
政
文
化
頃
の
貝
拾
ひ
、
尚
洋
の
大
左
義
長
．
本
浦
淵
崎
の
大
紙
鳶
揚
げ
．
十
七
夜
の
燈
明
流
し
、
七
夕
祭
．
盆
踊
り
、
大

河
踊
り
、
憂
打
ち
歌
．
舟
歌
、
憂
打
歌
舟
歌
に
共
用
の
も
の
、
海
苔
採
歌

第
二
十
章
対
内
官
会
街
法
人
建
築
物
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
五
四

第
二
十
一
章
村
内
各
相
周
健
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
五
回

第
二
十
二
章
合
併
顛
末
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
’
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
毛

合
併
問
題
の
経
過
．
合
併
委
員
、
仁
保
村
編
入
に
関
す
る
費
書

第
一
十
三
章
一
市
七
ケ
町
村
勢
力
比
較
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
一
八
五

面
積
及
び
戸
数
人
口
．
土
地
反
別
．
職
業
、
預
算
調
、
小
皐
校
調

第
二
十
四
章
仁
保
村
年
表
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
六
九


